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福祉専門職の実習指導におけるスーパーバイザーが抱える課題
Problem of Super Vision in social work training
藏野　ともみ *，朝倉　由衣 **
Tomomi  KURANO, Yui  ASAKURA
＜キーワード＞
精神保健福祉援助実習スーパービジョン，実習指導者
＜要　　　約＞
　精神保健福祉士法は，精神保健福祉を取り巻く環境の変化に伴い，2010（平成 22）年の改
正によって精神保健福祉士養成に関する制度が見直された。特に実践力のある人材育成を目
的に，精神保健福祉援助実習及び演習科目については教育内容の充実と強化が図られること
になった。その一環として実習教育を行う教員及び現場の精神保健福祉士である実習指導者
の要件が示された。経過措置期間を経て，2014（平成 26）年度から本格実施がなされて 2 年
を経過したが，多くの養成校及び実習機関において，教育と指導の質の担保を行うにあたり
様々な課題が出ているところであり，本論においては，実習機関の実習指導者が抱えている
課題について事例を用いて示した。
　実習指導者に求められる基本的能力は多岐に渡り，さらに，実習生個別の学びの状態や段
階によってどのように対応するか判断する必要があり，また実習生への説明責任を果たし，
実習生の理解できる方法で言語化することも求められる。
　それらを実践するためには，実習担当教員と指導に関する共通理解と情報共有，役割分担
の一致，さらに学生個人に対する理解を事前オリエンテーションの段階から行っておくこと
が重要であると言える。
  * 大妻女子大学　人間関係学部　人間福祉学科　人間福祉学専攻
** 社会福祉法人シナプス埼玉精神神経センター
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１．はじめに
　1997（平成 9）年 12 月に成立した精神保健福祉
士法は，2010（平成 22）年の改正によって，精神
保健福祉を取り巻く環境の変化に伴い，精神保健
福祉士養成に関する制度が見直された。
　法改正における精神保健福祉士の役割は大きく
次の 4 点である。
　一点目は，医療機関などにおけるチームの一員
として，治療中の精神障害者に対する相談援助を
行う役割である。二点目は，長期在院患者を中心
とした精神障害者の地域移行を支援する役割であ
る。三点目は，精神障害者が地域で安心して暮ら
せるよう相談に応じ，必要なサービスの利用を支
援するなど，地域生活の維持・継続を支援し，生
活の質を高める役割である。さらに，四点目は，
関連分野における精神保健福祉の多様化する課題
に対し，相談援助を行う役割である（1）。
　それに伴い精神保健福祉士に必要とされる知識
及び技術についても整理され（2），①医療機関等に
おける専門治療の特徴を踏まえ，関係職種と連携・
協働する専門的知識及び技術，②地域移行の重要
性，地域移行を促進するための家族調整や住居確
保等，地域移行に係る泉温的知識及び技術，③包
括的な相談援助を行うための，地域における医療・
福祉サービスの利用調整，④就職に向けた相談・
求職活動等に関する専門的知識及び技術，⑤ケア
マネジメント・コンサルテーション・チームアプ
ローチ・ネットワーキング等の関連援助技術，⑥
行政，労働，司法，教育分野での精神保健に関す
る相談援助活動の基礎的な知識，⑦各々の疾患及
びライフサイクルに伴う生活上の課題の基礎的な
知識が示された。
　これらの変化を踏まえて，精神保健福祉士養成
課程のカリキュラムの見直しがなされ，特に実践
力のある人材育成を目的に，精神保健福祉援助実
習及び演習科目については教育内容の充実と強化
が図られることになった。
　実践現場での実習時間は，それまでの 180 時間
から 210 時間に増え，実習機関として精神科医療
機関と地域の障害福祉サービス事業所等の両方で
の実習が必須となった。また，実習の事前・事後
の指導が配属実習と切り離され，さらに実習指導
については学生 20 名につき 1 人の教員が指導す
る個別指導とグループ指導の充実が求められるこ
とになった。
　また，配属機関で直接学生を指導する精神保健
福祉士を実習指導者として一定の要件が設けられ
ることになり，養成校における教員にも基準が設
定された。
　このように法改正によって精神保健福祉士養成
課程において，特に実習教育は大きな変化があり，
経過措置期間を経て，2014（平成 26）年度から本
格的な実施となり現在 2 年が経過した。多くの養
成校及び実習機関において，教育と指導の質の担
保を行うにあたり様々な課題が出ているところで
あり，本論においては，実習機関の実習指導者が
抱えている課題について実態を整理していくこと
を目的とする。
２．精神保健福祉相談援助実習における実習
　　指導体制の現状
　精神保健福祉士養成課程の改正に伴い，前述し
た通り特に実習教育の充実・強化が図られ，その
一環として実習教育を行う教員及び現場の精神保
健福祉士である実習指導者の要件が見直された。
　実習を担当できる教員の要件については，実習
科目に係る教歴が 5 年以上ある者，もしくは精神
保健福祉士資格取得後 5 年以上の実務経験を有す
る者を原則とした。この要件を満たさない者が当
該科目を担当する場合には厚生労働大臣が定めた
基準を満たす「精神保健福祉士実習・演習担当教
員講習会」の課程を修了することを義務付けた。
　精神保健福祉士実習担当教員の講習会プログラ
ム内容は，精神保健福祉士国家資格を持たない者
に対しては，基礎講習として「精神保健福祉士論」，
「精神保健福祉相談援助の基盤」，「精神保健福祉
相談援助の理論と実践」の 3 科目 6 時間を受講す
ることが必須である。その上で，「精神保健福祉
援助実習指導概論」，「実習教育マネジメント」，
「スーパービジョン」，「実習プログラミングと実
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習事前指導」，「実習評価と事後指導」について講
義と演習形式で，トータル 22.5 時間を受講するこ
とが求められる。
　実習指導者については，次の 2 点が要件とされ
ている。一点目は，精神保健福祉士を取得後，3
年以上の相談援助経験があることである。二点目
は，厚生労働大臣が定める基準を満たした「実習
指導者研修課程（実習指導者講習会）」修了した
者であることである。
　実習指導者研修課程のプログラム内容は，「精
神保健福祉援助実習指導概論」，「実習スーパービ
ジョン論」，「現場実習マネジメント論」，「実数指
導方法論（総論・各論）」の 4 項目の講義と演習
形式からなり，14.5 時間の受講が求められる。
　両研修については，精神保健福祉士養成校協会
と精神保健福祉士会が共同して研修プログラムを
開発し，教授内容についてはその質の担保を図る
ため共通の教材を使う等の体制が取られている。
そのことによって，実習担当教員と実習指導者が
共通言語を用いて，学生の指導に当たることがで
きるようになっている。
　しかし，現状として実習指導者については全員
がその研修を経ていることが要件となっている
が，実習担当教員については，原則である教育歴
要件や実務経験が優先され，それらの要件を満た
す者は，共通の研修を経ることが義務付けられて
はいない。そのため，標準化した実習指導内容が
共有されていない者もいることでの課題も少なく
ないと考えられる。
　精神保健福祉援助実習は，精神保健福祉士養成
課程において，養成校で学んできた理論を実践現
場において総合的かつ包括的に理解していく過程
であると位置づけられ，習得してきた理論知が，
経験知，暗黙知に織り込まれることによって，意
識することなく実践の中で活用できる力を習得す
るものである（3）。すなわち，実習は「知る」「わ
かる」というレベルから「実行する」「できる」
レベルに移行することを目指しているとも言われ
ている（4）。さらに，学生は精神障害者との交流等
を通して精神障害者のおかれている現状を理解
し，その生活実態や生活上の課題について把握す
る機会でもある（5）。
　これらの貴重な場である実習の構造は，実習生
と実習指導者，実習担当教員，利用者である精神
障害者の 4 者関係で成り立っている。さらに他職
種や他機関等社会資源や環境との関わりも外すこ
とができない。そのため実習は多面的な構造をと
り，様々な関係性の中で展開される。特に実習指
導の場面では，次の 5 つの関係が同時に存在する
ことになる。すなわち，①実習生と実習指導者関
係，②ソーシャルワーカーとしての実習指導者と
利用者との支援関係，③実習生と利用者との関係，
④大学などの養成校の学生である実習生と実習担
当教員との関係，⑤実習指導者と実習担当教員と
の関係である。特に実際に実習が行われる現場で
の実践と養成校で教育される内容が同じソーシャ
ルワークの視点に基づいていることはもちろん，
実習事前指導の内容や実習のゴールと学生個別の
目標の設定，実習中の指導内容と方法，実習事後
指導に至るまで，実習指導者と実習担当教員の共
有が重要な要素となっている。実習生は，事前学
習から実習中のスーパービジョンを実習指導者か
ら受けるだけでなく，実習担当教員からもスー
パービジョンを受ける。両者のスーパービジョン
に整合性がないと実習生の混乱を招き，実習の成
果を上げることはできない。
　これらについて，先にあげた研修プログラムに
おいてはその重要性を強調し，実習指導者と実習
担当教員の連絡調整を指摘しているが（6），受講の
義務化のない現状においてはその一致は充分にな
されているとは言いがたい現状もあると考えられ
る。
３．実習指導者に求められる基本能力
　実習に際して，実習指導者には精神保健福祉士
としての支援の流れを意識して，どのようなこと
が重要かを実習生にわかりやすく言葉で伝えるこ
とが求められる（7）とされている。さらに，知識と
具体的な行動が結びついていない実習生に対して，
実際の支援と理論が結びつくように指導する能力
が求められている。具体的な基本能力としては，
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①ソーシャルワークを実践できる能力，②業務の
言語化に関する能力，③マネジメント能力，④プ
ログラミング能力，⑤スーパービジョンに関する
能力，⑥評価に関する能力が挙げられている（8）。
　一点目のソーシャルワーク実践能力は，実習生
にその具体的な方法をモデルとして示すことが求
められる。さらに二点目の言語化する能力と関連
して，それらの根拠を言葉にして伝えることが必
要である。三点目のマネジメント能力は，実習生
を受け入れるために機関内外との調整であり，四
点目のプログラミング能力とは，実習全体を計画
し，日程や場所などを割り当て実行できるように
する能力であり，三点目のマネジメント能力とも
大きく関連している。五点目のスーパービジョン
能力とは，実習生が日々体験したことについて振
り返りを通して，精神保健福祉士としての知識，
価値，技術の基本的視点の整理と自己洞察を深め
る機会となるように助言指導することである。六
点目の評価に関する能力とは，実習担当教員と共
通理解の下で，実習生に何が必要かを提示するも
のである。
　これだけ多様な能力が求められる中で，上記 6
つの能力のすべてに共通するものとして，実習生
の学びの状態や段階によってどのように対応する
か判断をする必要があること，実習生への説明責
任を果たし，実習生の理解できる方法で言語化す
ることが上げられる。
　次にこれら求められる基本的能力と，実際の実
習指導において実習指導者が抱える課題について
事例を用いて示していく。本事例は，実習指導者
と個別スーパービジョン契約を結び，指導実践に
おけるソーシャルワークの視点と指導方法につい
て，一人の実習指導者につき年 3 回実施している
ものである。本事例を提示するにあたり，実習指
導者及び，対象となる実習生，実習担当教員に承
諾を得た。
４．実習指導事例と実習指導者が抱える課題
　実習は，実習生と実習指導者が実際に対面する
前に，養成校の実習担当教員と実習指導者の調整
から始まる。1 つ目の事例は，実習担当教員から
実習生について事前に特に情報がないまま受け入
れることを前提に事前オリエンテーションで実習
生に出逢い，事前学習がされていない状況が分
かったものである。
＜事例 1＞
・ 実習指導者：A 氏，精神科病院精神保健福祉士
　 実習生：養成校通信課程，社会人経験あり，実
習一ヵ所目
・ 経過：90 時間の配属受け入れを契約し，オリエ
　ンテーションで実習生と対面する。
　当日持参された実習計画書は，箇条書きで「精
神科病院がどのようなところかが知りたい」「病
棟に入るのは怖いので，相談室業務がやりたい」
と記載されているものであった。実習内容の希
望は「特にない」と答え，「実習プログラムを
示してほしい」，「患者が怖い」と言う。実習計
画書の内容によって希望に沿ったプログラムを
立てる予定であったことを伝え，実習とは何を
するためのものか問うと「十分に勉強していな
い」と言う。A 実習指導者から「患者が怖いの
なら，精神科病院での実習は辛いのではないか」
と問うと，「頑張る」と言って泣く。事前学習
の不十分さと，実習計画の書き直しを指示し，
養成校にも連絡をしておく旨を伝えると，不満
を言い帰る。
　養成校に連絡をすると，「何かあったらすぐ
に巡回に行くので，よろしくお願いします」と
の回答であった。実習初日の学習状況と実習計
画書見て判断する旨を伝え終了する。
　2 週間後の実習初日，実習計画書には「精神保
健福祉士の業務を理解したい」との希望が記載
されていた。しかし，病棟では「患者が怖いか
ら話せない」と言い，オリエンテーションの見
学で終了する。今後について考えるため A 指導
者から病棟の感想等を問うと，「A ワーカーは
質問攻めにする」，「私は初日怖い気持ちを抱え
ながら実習に来た自分を褒めたい」と言い泣く。
　養成校に連絡し，「施設実習を終えてから，
本院で実習を行うかどうか再度実習生と話して
欲しい」として，一旦実習を中断する。
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　本事例は，養成校と受け入れの段階で連絡調整
が不十分な状況で，実習生の情報がないままに事
前オリエンテーションで実習生のアセスメントを
行わなければならない状態であった。実習生の学
びの段階に応じた対応をしようにも関係形成を築
ける状況にはなかったといえる。ソーシャルワー
カーとしてクライエントへの責務から，実習生を
患者に合わせることはクライエントの不利益にな
るとの判断を行ったと言える。本事例は，現在終
了しておらず，今後どのように実習担当教員と調
整を図り，実習生の事前学習を進めていくかにつ
いて検討している。一旦は実習取り消しをしたい
という判断が働いたが，スーパービジョンの中で，
事前オリエンテーションの時点で懸念された事項
について，実習担当教員に指導を一任し，十分な
共有を行わなかったということがあげられた。ま
た，実習生が社会人経験者であることから，「な
ぜ指導を受けているのかを自ら考えることができ
て当然である」と考えていたことが明らかになっ
た。また，実習生を個人として捉えようとはしな
かったことにより，理解するためのコミュニケー
ションは取らず，意図的に実習担当教員に一任し
た。しかし，通信課程の学生であることから，実
習担当教員との対面での関わりも少なく，人間関
係形成がなされていないのではないかという点も
考えられた。その点も含めて，今後実習契約を継
続するか否か，終了するのであればその判断を説
明する責任があることが確認された。
　2 つ目の事例は，実習指導者自身が理想とする
実習生のあるべき姿を持っていたことから，それ
と一致しない実習生と関係を築くことができな
かったものである。
＜事例 2＞
・ 実習指導者：B 氏，就労継続精神保健福祉士
　 実習生：四年制大学の 4 年生，既に社会福祉士
実習修了，精神保健福祉援助実習一ヵ所目
・ 経過：実習指導者は，実習指導者研修を受講し
て 3 か月後に，初めて実習生を受け入れた。実
習生は事前オリエンテーションでも自らの実習
希望を明確に伝えることもでき，さらに社会福
祉士実習を修了している実績からも，研修で学
んだプログラミング等を活かしたいと期待をし
て指導に臨んだ。
　実習初日から，実習生は挨拶等基本的な事項
はでき，実習日誌等も十分に記述できるが，自
発的な質問は少なく，利用者との接し方も消極
的に見えた。行事の際の準備も，実習指導者か
ら指示をしないと動かない。利用者が両手いっ
ぱいの荷物を抱えていても，実習生自ら手を貸
すとは言ってこない。さらに，利用者と一緒に
昼食を取っていても積極的に話しかけている様
子がないように見えることから，一緒に食事を
しながら利用者と話すモデルを示したり，実習
生に話題を振ったりするが，会話がはずまない。
　実習担当教員の巡回の際，開口一番「実習生
はどのような子なのか」と声を荒げて質問をす
る。実習担当教員から何があったのか質問を受
け，冷静さを取り戻しながら，出来事を説明す
ると，学生の人柄を話され「そのようなことは
大学では見たことがない。どうしたのか，学生
に話を聞いてみる」と回答を得て，実習生と実
習担当教員の二者での指導となった。その後，
三者で話をしてみると，一つ一つの出来事につ
いて実習生自身はどのように受け止めていた
か，何に戸惑っていたか，今後はどうするか等，
実習生自ら話し，学生の気持ちや状況を知るこ
とができた。実習期間が短かったことから，残
りの実習期間で実習指導者が期待するほどの大
幅な言動の変化はなかったが，自発的な質問が
あったり，利用者と楽しそうに話したりする姿
が見られた。
　本事例は，精神保健福祉士としてのキャリアは
あるが，実習指導者として初めてスーパービジョ
ンを行ったものである。実習指導者自身がスー
パービジョンを受けたことはなく，また精神保健
福祉士像や実習生像を「積極的で，明るい」，「自
発的に発言する方が望ましい」という価値観を
持っていることから，実習生に対してその姿を求
め，実習生を個人として捉えていなかったと言え
る。それに加えて，実習担当教員から事前に実習
生の個別の情報を得ていなかったため，実習生に
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沿った対応を行わなかった。実習終了後のスー
パービジョンにおいて，実習指導者自身の実習生
のあるべき姿が固定しており，実習担当教員に対
しても「実習生は，普通こうあるべきだと思うが，
できていない。どの様な指導をしてきたのか。」
と情報共有のつもりで話していたことに気づい
た。しかし，これらは実習指導者の個人的価値観
での考えであり，多様な実習生がいること，専門
職も多様な性格があることで利用者の選択肢が増
えるメリットがある分，実習生に形として「明る
く，元気」を求めていたことが明らかになった。
今後，事前オリエンテーション以前に実習担当教
員と実習予定学生について情報を共有すること，
実習生個人を知ろうとする視点を持つためにどの
ような取り組みを行うか，検討している。
　2 つの事例を通して，実習指導者には，実習生
の学びの状態や段階だけでなく，実習生の性格や
人物像についてアセスメントする能力が求められ
ていることが指摘できる。それを踏まえて，実習
生の理解できる方法で言語化することも求められ
ている。
　それらを実践するためには，実習担当教員と指
導に関する共通理解と情報共有，役割分担の一致，
さらに学生個人に対する理解を事前オリエンテー
ションの段階から行っておくことが重要であると
言える。
５．まとめ及び今後の課題
　実習生の学びの状態や段階に適した指導を行う
ためには，実習生が実習開始時にどのような状態
や段階にあるのか，実習担当教員と一致したアセ
スメントを行う必要がある。
　その上で，実習生の理解できる方法で，ソーシャ
ルワーク実践の内容や助言を言語化するために
も，実習生の性格や人物像を把握する能力も必要
である。
　実習指導体制は，実習指導者と実習担当教員の
2 者がスーパーバイザーとして，1 名の実習生の
指導に当たる，いわゆるユニットスーパービジョ
ンの形態を取る。実習指導者と実習担当教員の指
導の共通理解と情報共有，役割分担が適切に行わ
れていなければ，実習生は混乱し，実習成果を得
ることは困難となる。
　今後，ユニットスーパービジョンを効果的に機
能させるための方法について，実習指導者及び実
習生，実習担当教員とで契約を結び，配属実習予
定前年度の実習教育懇談会の段階から取り組みを
始めていく予定である。
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